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子育て に悩む母親へ の ボラ ン テ ィ ア ・ カウ ンセ リン グ

北村　圭三

は じめに

　近年小児科の 緊急診療が 昼 間の 診療 を上 回 る勢 い で 増 えて い る。 合計すれ

ば大変 な数の 増加 現象で あ る 。 そ れ は医療現 場 にお ける 医師の 悲鳴が聞 こ え

る まで に さえな っ て い る 。

一
方 、

い じめ や不登校 な どの 子 どもの心 の 悩み に

関す る相談 も増加現象 もし くは 高止 ま りの 現 象に あ り、
ス ー ル カ ウ ン セ ラ

ー

の 数が足 りな い 状況 に ある 。

　子 ど もに心の 発達 に関す る子育て 相談は 従来保健所、 児童相談所 、 教育 セ

ン タ
ー

、大学や病 院 にお ける 心理相談室 、 民 間の 心理 相談室 、心 療 内科 な ど

で 行 なわ れて い る 。 その 過程で 子育て に お け る カ ウ ン セ リ ン グ も以前 と異 な

り、 子育て に悩む母親 に と っ て 以前 に比べ て 抵抗の な い もの に な っ て きて い

る 。 加えて核家族化が 進み 、 身近 に相談 す る 子育 て経験 者が い ない こ と もあ

り、 今後子 育て に悩む母親の カ ウ ン セ リ ン グ は 一層 必要 な もの とな っ て い く

と考え られ る
。

　現 に教育 セ ン ター な どで は ア ポ イ ン トを確保 す る の が大変 とい っ た状況 に

さえあ る 。 そ こ で 、 子 育 て に悩 む母親 に と っ て 事態が深刻化する前 に気軽 に

相談 で きる無料の 相談機関が増えて い くこ とが望 まれ る 。

　そ こ で 、本論で は 、 筆者が体験 して い る 自治体に お ける 「子育て に悩 む母

親 へ の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ」 とい う子育 て 支援活動 に つ い て
、 そ
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の 体験 を通 して 、 カ ウ ン セ リ ン グの あ り方 を中心 に述べ
、 今後の 参考 にな れ

ば と願 うもの で ある 。

　その 際 、 本論 で は 、 ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リン グ にお い て 、
カ ウ ン セ リ

ン グ が どの よ うな あ り方 と して 機 能 す る こ とが 重 要で あ るか とい う視 点 に

立 っ て 論 を進め たい
。 もっ と も、 全 くの 無報酬 の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ

ン グ は 筆者の 見識の 狭 さ もあるが 、 わ が国で 定着 して い る とは思 わ れない し、

定着化 しに くい 事情 もあ る と考 え られ るの で 、 そ の 点を念頭 にお い て 慎重 を

期 して ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ を進め て い くこ とが 大切 で ある と思 わ

れ る 。

　 した が っ て 諸般 の 事情 を考慮 して 、 筆者 は 無報酬 の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン

セ リ ン グ を月1回の 形で 行な うこ とか ら始め た 。

　そ して 実際 に 月 1回の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ で あ っ た が 、 そ こ か

ら無報酬 の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グが 有効性 を もた らす もの で あ る こ

とが 明 らか と な っ た 。 また カ ウ ン セ ラ ー に と っ て も 、 ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン

セ リ ン グの 経 験 が継続 的 な カ ウ ン セ リ ン グの 過程 の 効率化 に寄与す る もの で

ある こ と も確 か で あ っ た 。

無報酬の ボラ ンテ ィ ア ・ カウ ンセ リン グを可 能に す る条件

　筆者が具体的 な形 で ボ ラ ン テ ィ ア活動 と して の カ ウ ン セ リ ン グ を始め たの

は 、 あの 阪神 ・淡路大震災 が起 こ っ た あ と に各避 難所 を巡 回 して 、PTSD の

被災者 へ の カ ウ ン セ リ ン グ を行 な っ たの が 、 本 格的 な最初 の ボ ラ ン テ ィ ア活

動 と して の カ ウ ン セ リン グ で あ る 。 当時の 状況は阪神 ・淡路地方
一

帯が 大変

な危機 的状況 に あ り、 誰 もが 助 け合 うこ とが 当然の よ うに参加 し た 。 全 国の

臨床 心理士 をは じめ カ ウ ン セ ラ
ー全 員 は共通 して 内か ら駆 り立 て られ る ボ ラ

ン テ ィ ア活動の 一環 と して の 避難所で の カ ウ ン セ リ ン グ を行 っ た 。

　そ の 後震災時の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ活動が認 め られ て 、 国や県
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の 補助の も とに 中井久夫先生 を中心 とす る 「こ こ ろの ケ アセ ン タ ー」が 阪神

地方に 数ヶ所設立 された 。

　こ の よ うに 阪神
・淡 路大 震災 時の よ うな誰 もが 危機 的状 況 に ある 場合 は 、

その 状況 が個人 の 中 に内発的 な無報酬の ボ ラ ン テ ィ ア活動 を実行す る条件が

整 い やす い こ とは 確かで ある 。 しか し、
一

般的に平時の 状況 におい て は 、 と

くに全 く補助 の ない 無報酬の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ活動 が定着 して

い くこ とは 条件的 に難 しい と思 わ れ る 。

　 もっ と も、 以前 か ら臨床心 理士 養成の ため の 教育 ・研修の 一 環 と して ボ ラ

ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グは行 なわ れて い る 。 あるい は 臨床心理 士取得後 も

ボ ラ ン テ ィ ア と して 無報酬 の カ ウ ン セ リン グ に 携わ っ て い る 場 合 もあ る が 、

こ の 種の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ は 、 その 後生活の ための 収入 が得 ら

れ る常勤 ・ 非常勤 職 カ ウ ン セ ラ ー と して の 就職 に繋 が る こ とを期待 して 、無

報酬の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リン グ に携わ っ て い る の が 現状で は ない だ ろ

うか 。

　 したが っ て 、 臨床心理士 とい う資格を持 っ た心の 専 門家 に よ る無報酬 の ボ

ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ は社会 の 中で い まだ定着 して い る とは い えな い

状況 に あ る と思 われ る 。 ただ し 、 無報酬 の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リン グ の

社会で の 定着化 が よい か ど うか は別 の 問題 で あ り、 その 点 は今後の 十分 な議

論の 余地が ある 。

　 しか し 、 格差社 会が 進行 し、 地方分権が 叫ば れ 、 地方財政が 厳 しい 状況 に

ある 社会 に あ っ て 、 ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グが 何 らか の 形 で 少 しで も

定着 して い くこ と も必要で は ない か と思 われ る 。

　その 際 、 無報酬 の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グが現実化 し、 有効に機能

す る可能性 が見い 出 され る 資 源 は どこ に あ る か を検討 す る必要が あ る 。 さ し

あた っ て 実現可 能 な資源 は 、 生 活保 障が確 立 して い る ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン

セ ラ ー の 存在で ある 。 現 時点で は 、 年金 生 活が 安定 して い る熟年の 臨床心理
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士や 安定 した生 活生 計者を家族 に持ち 、 物理 的 ・精神的 ・時 間的 に余裕 の あ

る 臨床心理 士 をは じめ とす る心 の 専 門家で ある 。 筆者 も、 それに 該当する の

で は ない か と考 え られ る 。

子育て に悩む母親へ の ボラ ン テ ィ ア ・ カ ウン セ リン グの必要性 と活動の場

　そ こで 、 まず筆者が なぜ 子育て に悩 む母 親 に対 す る ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン

セ リ ン グ を始め よ うとい う気持 にな っ たか につ い て 簡単 に述 べ て お きた い
。

　筆者は40年近 くに 亘 る心 の 相談 に携わ っ て きた経験か ら子 どもの 問題 にお

い て は 、 子 ど も本人 へ の 心理 療法 も有効で あ るが 、 思春期 まで の 子 ど もの 大

半は 日常生 活にお ける 保護者の サ ポ ー トの あ り方 に よ っ て 大 な り小 な りの 影

響 を受けて い る こ とが 多い 。 そ こ で 子 ど もの 問題 が起 きた場合 、 子育て 中の

母 親 を うま くサ ポ
ー

トで きれ ば 、 母親 の 育児能力 が磨 か れ 、 ギ ク シ ャ ク して

い た 親子関係 が 早晩 ス ム
ー ズ に展 開され る よ うに な り、 子 ど もの 問題 に母親

が適切 に対応 で き、 そ れ に応 じて 子 ど もも本来 的 に持 っ て い る能力 を人格的

成長 へ と磨い て い くよ うに な る こ とが 明 らか とな っ た 。

　筆者が 、 こ の よ うに考え る根本 に は 、 子 ど もは 居場所が 保証 され る こ と に

よ っ て 、 自分 の 周 りに展 開 され る 世 界 に向か っ て 探索行動 を と り、 試行錯誤

を繰 り返 しなが ら、 その 世界の 中に 自分の 存在価値を確信 し、 さらなる 自己

実現 に 向か っ て 活動 して い くこ と が で きる とい う考え に 支 え られ て い る
。 そ

の 最初 で あ り、 人生 の 基礎 とな っ て い る居場所 は ボー
ル ビイの 愛着行動の 対

象 とな る母親 の 温 か い 懐 で ある 。 そ の 母親の 温か い 懐は母親 を支 えて くれ る

父 親 の 存在が あ っ て こ そ温 か さ を発揮 す る 。 こ れ は ウ イニ コ ッ トも指摘 して

い る通 りで ある 。

　そ して 母親の 温か い 懐 の 体験が子 ど もの 対象恒常 性 を育 み 、 子 ど もが失敗

や 挫折 に 挫 けて しまわず 、 した た か に立 ち直 り、 自己実現 へ と成 長 して い く

の で ある
。
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　こ の 考 えは 、 筆者 の 長 年 に 亘 る子 育て に悩 む親の カ ウ ン セ リ ン グ 経験 に

よ っ て ますます確信す るに 至 っ て い る 。

　そ こ で 、 筆者が 年金 の 支給 され る年齢 に 達 し、 こ れ まで 活躍 の 場 を与 えて

くれた社会 に対 して 、 少 しで も恩返 し したい とい う気持が筆者 の なか に湧 い

て きた こ と をきっ か けに子育て に 悩む母親へ の ボ ラ ン テ ィ ア ・ カ ウ ン セ リン

グ をする こ とで微力なが ら社会へ の 還元 に なれ ば と筆者は考 えた 。 もっ と も、

こ の 動機 の き っ か けに な っ た伏線 は前述 の 阪神 ・淡路大震災 の 避難所で の ボ

ラ ン テ ィ ア 活動で あ り、 さ らに は 震災翌 年に兵庫県で 初め て 県立の 不登校児

の ための 親子宿 泊体験活 動施設 （4泊5日）「や まび こ の 郷」の 初代所長 を6年

間勤め させ て もら っ た経験に ある こ とは 疑 い を入れ な い
。

　 しか し 、
い ざ子育て に 悩む母親の ボラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リン グ を活動 と

して 実際に どの よ うに行 なえば よい か とい う問題 が あ る 。

　 こ の 点 に つ い て 、 や は り阪神 ・淡路大 震災 に お ける ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 経

験か ら学ん だこ とが筆者 を勇気づ けて くれ た 。

　筆者 は阪神 ・淡路大震災後い ちは や く地元 の 保健所 に 行 き 、 保健所長 （北

岡修）の もとで 市民 の 健康管理 に対 して も っ と も身近 な存在 と して 活躍 して

い る保健婦 （現保健師） と一
緒 に ヘ ル メ ッ ト姿を して 自転車で 避難所 を訪問

した 。 自分 の 庭 の よ うに 市 内 を熟知 して い る保健婦 の テ キパ キ した 言動 に

よ っ て 、筆者 は右往左往 しない で 落 ち着 い て ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ

で きた こ とが 今 も鮮明に 記憶 として 残 っ てい る 。

　一 方 、 今 日震災後13年が 経過 し、 町 並み は落ち着 きを取 り戻 す まで に な っ

た が 、 生 徒 ・児童 の 不登校は い くらか増加現象 に歯止 め が か か りつ つ あ る も

の の 一 向に 減少す る傾向にな く、
い じめ 、 虐待 な どの 増加 現象が 続 き、 さ ら

に は子 ど ものADHD が大 き く取 り上 げ られ る よ うにな っ た りして お り、 自治

体 は 自ず と子育て 支援事業 に力 を入 れ な けれ ば な ら ない 状況 に 置か れ て い

る 。
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　 と こ ろ が 、 地方分権が 叫ばれ る なか で 自治体は子育て支援事業の 強化 を急

ぐもの の 財 政的 な問題 を抱 えて お り、 心の 専 門家 で あ る 臨床心理士 に よ る子

育て 支援 の カ ウ ン セ リ ン グ の た め の 予 算 を組む こ とが 容易 で ない 現状 に あ

る 。

　勿論 、 自治体 に は 、 児童 ・生 徒 の 不登校 ・い じめ な ど学校 に直接関係す る

問題 に つ い て相談す る機関 と して 教育 セ ン タ ー が ある 。 また 、 虐待をは じめ

子 ど もに関する あ らゆ る問題 に対処すべ く相談に 乗 っ て くれ る児童相談所 が

ある 。

　 と こ ろ が 、 教 育セ ン タ ー
や 児童相 談所 に お ける相談件数 が あ ま りに 多く、

目の 前 の 子 ど もの 問題 に対応す る こ と に追 われ 、 親 に 対 して 、 時 間を か けて

カ ウ ン セ リ ン グ をす る時 間的余裕が ない こ とが 、 と くに都市部 で顕 著 で あ る 。

と りわ け 、 子 ど もに 関す る あ らゆ る相談 を受け付けて い る 児童相談所の 業務

はあ ま りに 範囲 が広 い た め、
一一

部の 児童相談所 を除 い て 、 都 市部の 大半の 相

談所で は 、 臨床心理 士 に よる カ ウ ン セ リン グ よ りもケ
ー

ス ワ ー ク的な対 応 に

追わ れ る傾 向が 強 くな っ て い る 。

　 その よ うな現状 の 中で 、 自治体 と して は 、
ベ テ ラ ン の 臨床心 理士 に よ る 子

育 て 支援の
一
環 として の 子育て に悩 む母親 の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リン グ

を期待する声が ある こ とを知 る 機会 に恵 まれた
。 そ こ か ら筆者は ボ ラ ン テ ィ

ア ・カ ウ ン セ リ ン グ しよ うと考えて い る臨床心理士 と子育 て 支援 にけ る子育

て に悩む母親に対する ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グの 必 要性 を感 じて い る

自治体 とが 互 い に呼応 す る の で は な い か と考 え 、 自治体 に働 きか ける こ と に

した 。

　
一

方で 、 最近 ボ ラ ン テ ィ ア活動が 自治体 と大学 との 連携の 中で 進み つ つ あ

る 。 しか し 、 臨床心理士 養成 の た め の 大学院 を有 して い る大学 は 、 その 殆 ど

が独 自に教育 ・研究機 関 で あ る と同時に 地 域サ ー ビス 機 関 と して の 心 の 専 門

機 関 で ある 相談室 を持 っ て い る とこ ろ が 多く、 自治体 との 子育て 支援に お け
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るボ ラ ン テ ィ ア活動 は あ くまで 学部生 中心 に行 なわれ て い る大学 と自治体 と

の 連携 に留ま っ て お り、
い わ ゆ る心の 専門的見地か ら子育て に悩む母親に対

す るボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リン グ を行 なえる まで に は至 っ て い ない の が 現

状で ある 。

　以上の よ うな状 況 を踏 まえて 筆者 は具 体的 に ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン

グ に 向けて 自治体 に働 きか けた 。 そ の 際、 学生 の ボ ラ ン テ ィ ア活動 を積極 的

に受 け容れ て い る 神戸市灘 区役 所 に対 して 子 育 て に 悩 む 母親 の ボ ラ ン テ ィ

ア ・カ ウ ン セ リ ン グ を した い 旨を申 し入れ 、 打診 した とこ ろ 、 当区役所 は快

く受託 して くれ た の で ある 。

　勿論 ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リン グの 活動の 場を どこ に求め 、 展 開 して い

くか は 、 関わ ろ うとす る個人 や機関 の 考え方が ある 。 上記に 述べ た こ と は 、

あ くまで 筆者個人 に よる子育て に悩む母親 に対す る ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ

リン グ へ の 取 り組み の ひ とつ の例 で ある 。

子育 てに悩 む母親 へ の ボラ ンテ ィ ア ・カ ウン セ 1丿ン グに お ける基本

　 とこ ろで 、 ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グが 自治体 との 連携の なか で 、 ど

の よ うに定着 し 、 有効に機能 して い くか に つ い て は 今後の 課題 で あ り、 ボ ラ

ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グが今後 自治体 の な か で 有意義 な形 で 定着 して い く

過程 に は 、 幾多の 問題 を解決 して い か ね ば な ら ない こ とが考 え られ る 。
こ の

点につ い て 、 筆者 は安易 な気持 で ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ を 自治体の

なか に 持ち込 む こ とに は 今後十分慎重 に検討 し て い か ね ば な らない と考 えて

い る 。

　そ こ で 、 本論 で は過去2年 間に 亘 る区役所に お ける 子育 て に悩 む母親 に 対

す る ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グの なか で 経験 し 、 学 ん だ ボ ラ ン テ ィ ア ・

カ ウ ン セ リ ン グ の あ り方 につ い て 、 基本的 な点 と専門的な点 に つ い て 述べ て

い くこ と に した い 。
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　筆者 は神 戸市灘 区役所 にて 2006 年度か ら月1回定期的に子育 て に悩 む母 親

の 個別 的なボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ を行 な っ て い る 。 ちなみ に こ の カ

ウ ン セ リン グに対す る補助 は どこ か らも一
切 ない とい う全 くの 無報酬 の ボ ラ

ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グで あ る 。
こ の 試 み は 神戸市全体か ら見て も初め て

の 試 み で あ り、 そ の 意味で ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ の 導入の 過程 と し

て 月1回の 定期的な ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ は妥当な と こ ろだ と思 わ

れ る 。

　そ こ で 、 次 に 月1回 とい う限定 され た 自治体 に お ける ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ

ン セ リン グの 基本的なあ り方 に つ い て 大切 な点をい くつ か列挙する。

　第 1に ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ を行 な う自治体の 窓 口 との 連携で あ

る 。 窓口 との 連携 をス ム ーズ に行 な うた め に は 、 最初 に 自治体 の 長 に挨拶 し 、

協力 をお 願 い す る こ とで ある 。 筆者の 場合 で あれ ば 、 区役所の 区長の 許可 を

得る こ とで あ っ た 。 次 に精神 身体 の 健康 を管 理 担当す る 部署 の 部長 ・課長 と

具体的 な進め 方 につ い て 了解 して お くこ とで あ る 。 筆者の 場合 は健康福祉 の

部 長 ・課長 ・係長 ・主査 との 話 し合い で の お 互 い の 了解 で あ っ た 。 そ して 、

もっ と も大切 な こ とは具体的 に ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ を進め る に当

た っ て の 直接の 窓 口 に な っ て くれる 担 当職 員 との 間で ケ ー ス との トラ ブル が

起 こ らない よ うに綿 密 な打 ち合 わせ を して お くこ とで あ る 。 そ の 際秘密厳 守

を徹底 して おか なけれ ばな らい が 、
こ の 点 につ い て は 、 個 人情報 の 守秘 義務

が 自治体で浸透 して きて い るの で 、 カ ウ ン セ ラ ー の 方がむ しろ十分気 をつ け

なけれ ば な らない
。 従 っ て 徹底 した守秘 義務 の もとで の ケ ー ス フ ァ イ ル の 管

理 、 予約 、 市民 へ の 広報 、 カ ウ ン セ リ ン グ の 時間調整 な ど は 窓 口担当者の 責

任 に お い て 任せ る こ とが ス ム ー ズ に こ とが 運ぶ
。 ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ

ラ ー は決 して 出 しゃ ば っ た行動 を と らない こ とで ある 。 あ くまで 自治体の も

とで の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グで あ る こ とを十分 わ きまえて お く必 要

が ある 。 ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ を させ て もら っ て い る とい う謙虚 な
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姿勢 が大切 で あ る 。

　 しか し、 こ れ らの 点 も年度 が 変わ る と、 職員の 移動が あり、 縦割 り行政 の

中で必 ず し も引継 ぎが上 手 くい くとは 限 らない の で 、 その 都度慎重 な対応が

必要 に な る こ とをわ きまえて お く必要が ある 。

　第2に カ ウ ン セ ラ
ー は心 身の 健康に十分留意す るべ きで あ る 。 少 な くと も

日頃か ら十分 な 睡眠 を と り、 体調 の 維持管理 を怠 らな い よ うに努 め る こ と。

また 日頃か らス トレス をで きる だ け溜 め ない よ うに して お くこ と。
こ れ らは

どん な仕事 をす る場合 で も大切 で あ る が 、 とくに 月1回の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ

ウ ン セ リ ン グの 場 合 、 体調が悪 か っ た り、 仕事上 にせ よ
、 家庭上 にせ よ 、 ス

トレ ス を抱 え込ん だ まま来談者で あ る母親に面接す る こ とは避 けな けれ ばな

らな い
。 なぜ な ら 、 殆 ど1回性の カ ウ ン セ リ ン グの 時 間で あ るだ けに全神経

を集 中 して 母親 の 話 に耳 を傾 け、見立 て と見通 しを つ けな けれ ば な らない と

い う猶予 の ない カ ウ ン セ リン グ だ か らで ある 。

　第3に カ ウ ン セ ラ
ー

は来談者 を決 して 粗末 に扱わ ない こ とで ある 。 来談者

の 人格に対する尊重 を つ ね に心 が けて お くこ とで ある 。 ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ

ン セ ラ ー は カ ウ ン セ リン グ料が無料 だ か らと 、 軽 い 気持で 決 して 携わ っ て は

な らない
。 さもな い と 、 カ ウ ン セ ラ ーの 姿勢は 対人関係に 過敏 に な っ て い る

来談者 に瞬時 に 伝 わ り、 来談者か ら窓 口 担当者 に即刻苦情 が入 るか らで ある 。

そ の 結果 、 そ こ か ら第1の 窓 口 との 連携 まで ギ ク シ ャ ク して しま う事態 を招

きかねない
。 そ うな れ ば 、 元 も子 もな くな っ て しまうか らで ある 。

　実際に来談者 で あ る母親 か ら 「A 相談 機 関の カ ウ ン セ ラ ー は 一
見親切で あ

るが 、 表層 的で 私 自身や 子 ど もを本 心 か ら尊重 して くれ て い ない と思 っ た 」

と言 わ れ る こ とが あ る。 そ の こ とは 同時に 「あな た は 、 そん な こ とは ない で

し ょ うね」 と念 を押 され て い る の だ と謙虚 に受 け止め る こ とが 大切 で ある 。

　第4 に来談 者で あ る 母親 は子育て に悩 ん で い る とい う点で カ ウ ン セ ラ
ー

に

対 して 、
ど うして も劣位の 感情があ る 。 た とえ母親が 高飛 車 に 出て きた と し
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て も 、 そ れ は劣等感の 裏返 しで ある こ とが 多い
。 それ ゆえに カ ウ ン セ ラ

ー は

来談者 と同 じ目線 に 立 っ て相対 す る よ うに心 が けて い なけれ ば な らない
。

こ

れは簡単なよ うで 難 しい 。

　 ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リン グが 月 1回で あ る と 、 1時 間の カ ウ ン セ リ ン グ

の 終 わ りに近づ くに つ れ て 母親 と同 じ目線 に立 っ て 傾聴 して い る こ と に耐 え

られな くな りや すい
。 カ ウ ン セ ラ ー は 、

こ の まま傾聴 して い る だ けで は い け

な い
、 来談者で あ る母親は カ ウ ンセ ラ

ー
に対 して 「何 も言 っ て くれ て い ない 」

と思 っ て い る の で は ない か 、 だか ら何か 言わな い とい けな い と思 う気持 に陥

りが ち に なる 。 そ の 瞬間か ら カ ウ ン セ リン グが カ ウ ン セ ラ ー と母親 とが同 じ

目線 で な くな り、 母親 に対 して カ ウ ンセ ラ ーが一段 上の 立場 に立 っ た 目線で

もの を言 うとい っ た 形 に な り、 来談者で あ る母親 はい さ さか怪 訝 な反応 に

な っ て しまうこ とが しば しば見 られ る 。 場合 に よ っ て は 、 母親の や り方が 悪

い と 言 わ れ て い る よ うに 母親 が 受 け取 る こ と が起 こ る 。 最後 まで カ ウ ン セ

ラ ー は母親の 全人格 を尊重 し、 同 じ目線 に立 っ て 共同作業をす る こ とが 大切

で あ る 。

　第5に 月1回の カ ウ ン セ リ ン グで 何 が可 能で あ り、 限界 で ある か をつ ねに見

極め られ る よ うに しな ければ ならない
。 子 ど もの 問題 が発達上 の 健康 な範囲

で ある場 合 は 1回の 助 言の 形 で 済むで あろ うし、 あ る い は 1ヶ 月後の 経過報告

を待 っ て 対応 す る こ とが で きる 。 そ の よ うな ケ ース の 場合 は 月 1回の ボ ラ ン

テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グが 有効 に機 能する で あろ う。

　
一 方 、 明 らか に継続 的 な カ ウ ン セ リ ン グ が 必 要 な場合 、 月 1回の ボ ラ ン

テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ で は効果 を上 げ に くい 。 なぜ な らば 、 継続的なカ ウ

ン セ リン グ を必 要 とす る ケ ー ス は 、 子 ど もの 問題 を巡 っ て は 親 と子 ど もの 関

係が抜き差 しならない 状況下 に追い 詰め られ て い る場合 が 多く、 母親 は翌 月

の カ ウ ン セ リン グ まで 持ち堪える こ とは難 し く、 ます ます母子の 関係は
一

層

悪 化す る こ とが予想 され る か らで あ る 。 その よ うな ケ ー ス に お い て は 、 母親
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が カ ウ ン セ ラ
ー

の 支えの もとで 苦悩 しなが ら母子の 関係 を生 き抜 くこ とが で

きる期間 として 、 適 当な間隔は せ い ぜ い 1週 間が 限度あ る と され て い る 。
こ

の 点 につ い て は筆者 の 経験か ら も明 らかで ある と考え られ る 。

　こ の よ うな ケ ース の 場 合は 月1回の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グで の 限

界性 を母親に 伝え 、 定期的な継続可能な母親 カ ウ ン セ リン グを引き受けて く

れ る 相談機関を紹介する こ とが 大切 で ある 。

　勿論精神科領域 の ケー ス が 明 らか に疑 わ れ る場合 も同様で ある 。

　同時に 、 以上 の 見極め が大変難 しい こ と もボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ ラ
ー は

肝に銘 じて お く必 要が あ る 。

　第6に ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ ラ
ー は紹 介先の 相談機 関 に で きるだ け精通

して お く必要が ある 。 他機関を紹介す る以上 ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ ラー は

紹 介す る責任 を負うか らで あ る 。 安易に紹介すべ きない が 、 同時 に適 当 な機

関が ない か らとい っ て 、 なん とか 自分 の 力 で 解決 して い こ うと して 結 果的 に

来談者を巻き込ん だ り、 逆 に来談者 に巻 き込 まれ ない ように しない とい けな

い 。

月1回の ボ ラン テ ィ ア ・ カ ウン セ リングに求 め られ る専門性

　以下 に あ げる カ ウ ン セ ラ
ー と して の 専 門性 は 、 カ ウ ン セ リ ン グ に 関わ る場

合 の すべ て に 共通 す る もの で あ るが 、 と りわ け月1回の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ

ン セ リ ン グ に求め られ る専門性 につ い て 筆者 の 体験 に基づ い て 大切 な点を述

べ る こ とに する 。

　第1に熱 心 で あ る こ と と誠 実 で あ る こ とは 違 うもの で あ る こ と をボ ラ ン

テ ィ ア ・カ ウ ン セ ラ
ー は 十分 わ きま えて お くこ とが 大切で ある 。 熱心 で あ る

こ との なか に は 、 時 と して カ ウ ン セ ラ
ー

の 助 けて あ げた い とい う
一 念 が先行

して 、 無意識の うち にカ ウ ン セ ラ
ー は 同情 的 にな っ た り、 励 ま した り、 教育

的 に な っ た りす る傾向に陥 りやすい 要素を含ん で い る 。

一
方 、 誠実で あ る こ
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との 中身はカ ウ ン セ ラ ー が あくまで 来談者の 話す世界 に注 目 して来談者の 鏡

とな り、 来談者の 語 る 言葉で 端的に話すこ とで ある 。
こ れは単な る来談者の

オ ウ ム 返 しで ない こ とは明 らか で ある 。

　 したが っ て 、 月 1回 とい う、
い わ ば 1回の み と もい える ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ

ン セ リ ン グで ある か らこ そ 、 カ ウ ン セ ラ ー は熱心で ある こ と よ りも来談者の

鏡 と して 誠実で ある こ とに一 層徹す る よ うに努め な けれ ばな らい
。

　上 記 の 点は い ずれの カ ウ ン セ リ ン グ に も重要 な点で あ る 。 しか し 、 月1回

の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ にお い て は 、 カ ウ ン セ ラ ー は1回で 適切 な

助 言 を して あげ なけれ ばな らな い とい う意識 が働 き、 そ こ に 誠実で ある こ と

よ りも熱心で あ る こ とが 先行 して しま うとい う落 と し穴 に陥 りや すくな る 。

その 結果 、 来談者 は 腑 に落 ちる とい う実感 よ り も専 門家 に 言わ れ た こ との 意

味 を どの よ うに 消化すれ ば よい の か とい う気持 を抱 い て 帰 る こ とに な りか ね

ない 。

　来談者 は 、 カ ウ ン セ ラ ー
に励 ま して もら っ た が 、 そ れ が 問題 の 解 決 に どの

よ うに結 び つ い て い る の か分 か らな い まま過 ご す うちに 、 や は りこ の ままで

本 当 に よい の だ ろ うか と思 うこ とが しば しば で あ る 。 あ る い は 、 来談者 は 、

自分 の や り方 を非難iされ た と思 っ て 混 乱す る場合 もあ る 。

　第2に カ ウ ン セ ラ
ー

は子 ど もの 問題 で 来談 す る 母親の 主訴に つ い て 、 詳 し

く耳 を傾 けて い くな か に も、 カ ウ ン セ リン グ の 対象は あ くまで 来談 して い る

母親 で あ る こ とを忘 れ て は な ら ない
。 カ ウ ン セ リ ン グ の 対象が あ くまで 来談

して い る母 親 で あ る こ と に専念 して い れ ば 、 カ ウ ン セ ラ ー は 自ず と子 ど もの

問題 に つ い て 母親 に ア ドバ イス や教 育的 に な る こ とは軽減 され 、 母親 の 気持

や 母親 の 語 る 世界 に誠実 に耳 を傾け る こ とが で きる よ うに な る 。 そ の 結果 、

カ ウ ン セ ラ
ー

の 誠実 さが主訴 と主 訴 を取 り巻 く背景に つ い て の 具体的な資料

が次々 母親に よ っ て 語 られ る 。

　そ れ らの 資料 はい ま だ見通 しは 立 っ て い ない が 、 母親 とカ ウ ン セ ラ
ー

の 共
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有財産で あ る こ とは疑い をい れ な い 。

　とこ ろ で 、
こ の 作業 を1回 き りの わずか 1時 間の カ ウン セ リン グの 前半に行

なえ る よ うに カ ウ ンセ ラ ー は 日頃か ら トレー ニ ン グ して お く必 要が あ る 。

　第3に大切 な こ と は 、 カ ウ ン セ ラ ー は母 親に よ っ て 語 られ た資料 を母 親専

用の 沢 山の 小引 き出 しに 区分け して 入れ 、
い つ で も取 り出せ る よ うに して お

くこ とで あ る 。 同時 に それ らの 資料 を カ ウ ン セ ラ
ー

自身が有 して い る系統 的

に分類 され た引 き出 しの 資料 とい つ で も照 合 で きる よ うに して お くこ とで あ

る 。

　近年 に な っ て 、 心理療法 も ひ とつ の 理 論 とそ の 技法に基 づ い た心理療 法の

み を適用す る とい っ た 傾 向か らケ
ー

ス に応 じて 各種 の 理論 と技法 を統合的に

適用 する傾向に な っ て きて い る 。
こ の よ うな傾 向は多様 な時代の 多様 な症状

に 対応 で きる よ うに する ため に必 要不可 欠 な ア プロ ー
チ の 方法で ある 。

　 したが っ て 、 カ ウ ン セ ラ ー は 自身の 引 き出 しが 当然多い ほ ど母親 の 資料 を

照合 しや す くな る 。 その ため に もカ ウ ン セ ラ
ー

の 引 き出 しは 多い ほ ど よ く、

しか も各引 き出 しと引 き出 しの 仕切 りは透過性 の もの に して お くこ とが肝 要

で ある 。

　 第4 に 、 カ ウ ン セ ラ ー 自身の 引 き出 し と引 き出 しとの 仕切 りが 透過性 とな

りえ る た め に は 、 カ ウ ン セ ラ ーが 人間 を取 り巻 く世 界 との 関 わ りにお い て 、

つ ね に 開か れ て い て 、 関 わ る世界か ら教 えて もらうとい う学 び の 心 と価値観

に拘 らない 発想 の 心 を磨 くこ とが 大切 で ある 。 学び の 心 と発想 の 心 を合 わせ

て 筆者は 「あ そ び の 心」 と呼ぶ こ と にす る 。 こ の あそび の 心 が カ ウ ン セ ラ ー

に あれ ば 、 母親 との 問に 展 開 され る い か な る資料 も柔軟 に活用 して い ける よ

うにな り、 偏見 に 囚 われ る こ とが な くなる 。 そ の こ とが子 ど もの 問題 に 対 し

て価値 観 に縛 られ て 困 っ て い る母親 を して 価値 観か ら解放 せ しめ 、 母親 を 自

由に す る こ とに役 に立 ち 、 カ ウ ン セ ラ ー は子 育て に 悩む母親の 資質に沿 っ た

カ ウ ン セ リ ン グ が で きる よ うに なる 。
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　第5に ボラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ ラ
ー

は月 1回 きりの 、 しか も1時間の カ ウ ン

セ リ ン グ の 後半 に お い て 、 そ れ まで 主訴 を中心 に 母親に よ っ て 語 られ た沢 山

の 資料 は い まだ点 と して 未完成の 地 図上 に 存在 して い る の で 、 そ れ らの 点 を

主 訴 との 関係 に つ い て 、 点 と点 を結び つ け 、 線 に しなが ら見通 しの 立つ 地 図

に母親 と ともに仕上 げて い く作業 を行 な わ なければ な らない 。 もっ と もこ の

よ うな作 業 に よ っ て 、 完成 され た地 図が 出来 上 が る わ けで は な く、 問題解決

に向けて 、 どの ように取 り組む こ とがベ タ
ー

で あ るか とい う見通 しが立 つ 大

まか な地 図で あ り、 修 正 で きる 融通性 の き く見取 り図が 出来上 が るの で あ

る 。

　 こ の よ うな地 図 が で きる と、継続的 な カ ウ ン セ リ ン グが 必 要で あ り、 他機

関 に リフ ァ
ーす る こ とが必 要 か 、 ある い は 月 1回 の カ ウ ン セ リ ン グで チ ェ ッ

ク して い けば よ い かの 見通 しが立 つ
。

　第6に以上 の 作業 を1回 き りの ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ ン グ で 行な うこ と

は大変難 し）  そ の 作業 をで きる だ け可能 にす る た め に は 、 カ ウ ン セ ラ ー の

経験 と知識 と直感 に 基づ く、 よ り適確 な判断が 要求 され る
。

こ の 判 断力 は ク

リテ ィ カ ル な状況 を生 き抜 く体験 の 積 み 重 ね の な かで 培 わ れ る もの で あ る と

思 わ れ る 。 そ して 、
こ の よ うに して 得 られ た判断は 、 問題 の 本質 に迫 る もの

とな っ て い く。

　こ の 点 につ い て 、 筆者 はい まだ未 熟で あ る が 、 筆者 に と っ て 、 こ の よ うな

判断力 を磨 く原動力 に な っ て い る の が 、 山登 りで ある 。 若 さ と情熱 と生 半可

な知識 で 突 っ 走 っ て きた 40 歳過 ぎまで 、 筆者 は ロ ジ ャ
ー ズ の 「無条件 の 積極

的尊重」「共感 的理 解」 「あ るが ま ま」 とい うカ ウ ン セ ラ
ー

の 条件 を実感 す る

こ とが で きな か っ た 。 厄年 を過 ぎた辺 りか ら筆者は高所 恐怖症で あ りなが ら

山 に登 り始め た 。 そ れ以来60歳代後半 に 入 っ た今 日まで 山 に 登 っ て い る 。 そ

の 過程 で 、 とくに 2〜3000m 級の 高山で 、 ガ レ場 、 岩場 、 大雪渓 、 見通 しの き

か ない ガ ス 、 雷雨 、風 雪 な どで の 、 ある 意味で の 限界的な体験に よ っ て 、 厳
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しい 状況 をどの よ うに読み取 り、 分析 し 、 打 開す るか とい うこ とを瞬時に即

決 しな けれ ば な らない 判 断力が磨かれて きた こ とは否め ない
。 その 判断力は

大変苦悩 して い るク ラ イエ ン トに出遭 っ た ときに要求 される判断力 と共通す

る もの がある こ とに筆者は気づ か され た 。

　 もっ と も 、
こ の よ うな判 断力 を磨 くあ り方 は それ ぞ れ の カ ウ ン セ ラ

ー
に

よ っ て 異な るが 、 本質的には共通す る もの が ある よ うに思 わ れ る 。

　第7に カ ウ ン セ ラ ー は経験 と知識 と直感 に基づ い た 的確 な判 断 を 、 来談者

で ある母親 と共有で きる よ うに母親 に伝 え る こ とに よ っ て 初 め て母 親 は 腑 に

落 ち る とい う実感を抱 い て帰る よ うにな る 。

　その ため に は 、 カ ウン セ ラ
ー

が 得た判断を身体か ら発す る生 き生 きと した

感覚 言語 に翻訳 で きて い ない と母親 に 伝わ りに くい 。 カ ウ ン セ ラ
ー が感覚言

語を駆使 して 母親 に伝え る こ とに よ っ て 、 母 親が本来 的 に有 して い る感性 に

訴え 、 的確な判断を母親 とカ ウ ン セ ラ ー が共有で きる よ うに な る 。

　 こ の 感覚言語 は動物学者や植物学者が長い 年 月をか けて 生 態観察 を した 結

果 を具体的に我 々 に 語 る と きに 我々 を思 わず引 き込 ん で い く生 き生 きと した

言語 と共通す る もの と思 わ れる 。 そ れ ゆ え に こ の よ うな感覚言 語は 自然観察

とい う体験 の 積 み重 ね に よ っ て 身につ くもの で あ り、 カ ウ ン セ ラ ー は 日頃か

らこ うした トレー ニ ン グを して お くこ とが大切で ある 。

　 しか し 、 最後 に こ の よ うな感覚言語 は必 ず動植物学者の よ うな理性 の 裏打

ちが あ っ て こそ 適切 な効果 を発揮す る もの で あ っ て 、 和 を重 ん じる あ ま りに 、

カ ウ ン セ ラ
ー

に よ る理性が欠落 した感覚言語 は 転移 ・逆転移 を生 じさせ る こ

とに な り、 母親 を巻 き込 ん だ り、母親 に巻 き込 まれ た りす る危険性を孕む 。

　感 覚言語 は と きに 両刃 の 剣 とな りうる 可 能性 があ る 。 それ ゆ え カ ウ ン セ

ラー は 、ホ ッ トな目とク ール な 目の 両方 を併せ 持 っ て い る こ とが大切で あ り、

つ ね に ホ ッ トに関 わ りな が らク
ール に分析 、 統合 で きな けれ ば な らない 。

　 第8に もっ と も大切 な こ とは 、 カ ウ ン セ ラ
ー は 来談者で ある 母親の あ くま
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で 援助者で あり、 カ ウ ン セ ラ
ー は母 親の 自己治癒力 を引 き出す存在で しか な

い こ とを肝 に 銘 じて お くべ きで あ る 。 月1回 とい う1回性 の カ ウ ン セ リ ン グ だ

か らとい っ て カ ウ ン セ ラ ー が 主導的 に な っ て は 母 親 の 自己 治癒 力は育た な い

か らで あ る。

　以上 月1回 とい う現状 に お け る子育て 支援 の 一
環で ある 子育て に悩む母親

へ の 無報酬 の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リン グが有 効 に機 能す る た め に必要 と

考 え られ るカ ウ ン セ ラ
ー

の あ り方を中心に述べ た。

　そ こ か ら 、 月 1回 とい う制限 の 中で の 無報酬 の ボ ラ ン テ ィ ア ・カ ウ ン セ リ

ン グの あ り方 に よ っ て 、 子 ど もの 問題 が重 くな る前 に子育 て に悩 む母 親 を し

て 、 そ の 後の あ り方を健全 な方 向に導 くもの で あ り、 カ ウ ン セ ラ ー に と っ て

も、 そ の あ り方 に よ っ て 週 1回 の 継続 的 なカ ウ ン セ リン グ の 過 程 の 効 率化 を

促 す もの となる と思 われ る 。

　な お 、 現 状 に お い て は 、個 人 に よる 無報酬 の ボ ラ ン テ ィ アカ ウ ン セ リ ン グ

の 定着化 は諸般の 事情が あっ て解 決すべ く課題 が多 くある の で 難 しい と思 わ

れ る 。 その 場合NPO とい っ た よ うな形で の 定着化 もひ とつ の あ り方か もしれ

ない が、実 りある成 果 につ な げて い くた め に は 、 今後慎重 かつ 詳細 に検討 し

た上 で 取 り組 む必要が ある とい え る 。
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